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３  その他 
（ 1） 持久力向上のために35名の生徒が駅伝部に入部し 、

練習に取り 組んだ。  
 
●工夫し たこ と （ ＆苦労し た点） ――――― 
① ど こ かの授業でま と めて走る こ と を扱う のではな

く 、 日常の授業の中で毎回少し ずつ取り 組ませる こ
と で、 生徒の中に走る こ と への抵抗感が生まれない
よ う にし た。  

 
② 昼休みを有効活用し よ う と 考えた。 し かし 、 行事や

感染症の流行によ り 計画通り に実施するこ と が難し
かった。 また、 今年の夏はWBGTが31を上回るこ と
が多く 、 取組の可否の判断に苦労し た。  

成果             
① 50ｍ走のタ イ ムが、 ４ 月から 速く なった生徒が、 全

校生徒の 93％であった。  
 

② 駅伝部に参加し て練習に取り 組んだこ と で、 走る こ
と に対し て自信を持つ生徒が増えてき た。 また駅伝
部に入部し た生徒のほと んどが、 走る こ と が習慣化
さ れてき たと 答えている。  
 

 Action： 今後の課題                
① 新体力テスト の項目においては、 男子生徒で「 長座

体前屈」 が全国平均に到達し ておら ず、 女子生徒に
ついては「 腹筋」 や「 立ち幅跳び」 が全国平均に到
達し ていない。 来年度は、 柔軟性と 瞬発力を強化す
る 取組を考える 必要がある。  

 
② 本校の生徒は、 徒歩や自転車で登校する こ と が可能

である にも かかわら ず、 車での送迎によ る 登校が多
い。 日常的な運動機会を確保する ためにも 、 教師が
徒歩や自転車に乗る こ と の大切さ を伝えて、 自分の
力で登校する生徒を増やし ていきたい。  

 

 Plan： 取組時の課題と 計画           
1  取組時の課題 
◆50ｍ走のタ イ ムの平均が全学年、 全国平均を下回って

いる。  
 
◆運動の実施頻度が週２ 日以下の生徒が約４ 割いる。  
 
◆１ 日の運動時間が１ 時間よ り 少ない生徒が４ 割いる。  
 
2  取組の計画 
① 体育授業の充実 
 ・ 体操・ サーキッ ト ト レーニングに、 走る こ と を強化

できる種目を入れての実施 
・ 補強運動によ る基礎体力の向上 
・ 運動量を確保し た「 汗をかく 」 授業の実践 

 
② 生徒会と 連携し た由布市３ 中学校での長縄大会 
 ・ 生徒会と 連携し た、 長縄大会の実施 
 ・ 由布市３ 中学校での合同長縄大会を実施 
 
③  昼休みを活用し た体力向上 

・ 一週間に１ ～２ 回、 昼休みに体育館を開放 
・ 教師が指定し た「 楽し みながら 走る動き のある 運動」

を行わせるこ と による 体力の向上 

 Do： 実践内容               
1  体育授業の充実 
（ 1）体操に、も も 上げ 20 回を入れて毎回取り 組ませた。 
(2 )  補強運動の中に全力で走る 場面を設定し て取り 組

ませた。  
(3 )  移動時の駆け足の徹底。  
(4 )  毎学期の終わり に50ｍ走のタ イ ムを測定する こ と

で、 前回の記録と 比較さ せ、 モチベーショ ンを高め
さ せた。  

 
2  生徒会と 連携し た由布市３ 中学校での長縄大会 
（ 1） ２ 学期末に全校での長縄大会を実施し た。  
（ 2） 由布市３ 中学校での合同長縄大会では、市内３ 校で

競う こ と で生徒は寒い中でも グラ ウ ンド で楽し く
体を動かす姿が見ら れた。  

 
3  昼休みの活用 
(1 )  約20名の生徒が参加し て、 走る 動き が必然的に発

生するルールの運動を皆で楽し く 取り 組んだ。  

大分県由布市立庄内中学校 

◎体力向上の取組がも たら す波及効果 
・ 学年の枠を超えた交流が活性化し 、 互いに励まし 合

いながら 運動に親し む、 新たな人間関係の構築に繋
がった。  

・ 走る こ と に対する 意識が高まり 、 昨年よ り も 多く の
駅伝練習参加者が集まった。 さ ら に、 駅伝練習によ
り 体力が高まる と いう 好循環が生まれた。  

テーマ 走る 体力の向上 

全校生徒数 １ ０ ８ 名（ 男子５ ３ 名 女子５ ５ 名）  

全ク ラ ス 数 ３  教職員数 １ ８ 名（ 内体育科１ 名） 

体育推進教員名 伊藤 祥羽 

 

走る 動き がある 運動の機会を増
やし 、 体力向上に楽し んで取り
組む生徒の育成 
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【 実践内容】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇体育授業の充実 
（ 1） 体操に、 も も 上げ 20 回を入れて毎回取り 組ませた。  
(2 )  補強運動の中に全力で走る場面を設定し て取り 組ませた。  
(3 )  移動時の駆け足の徹底。  
(4 )  毎学期の終わり に 50ｍ走のタ イ ムを測定する こ と で、 前回の記録と 比較さ せ、 モチベーショ ンを

高めさ せた。  
 

◇その他 
 
（ 1）持久力向上のために35名の生徒が駅伝部に

入部し 、 練習に取り 組んだ。  

 

◇昼休みの活用 
 

(1 )  約20名の生徒が参加し て、走る動きが必然的

に発生するルールの運動を皆で楽し く 取り 組

んだ。  

 

◇生徒会と 連携し た全校長縄大会（ 由布市３ 中学校統一の取組）  
（ 1） ２ 学期末に全校での長縄大会を実施し た。  
（ 2） 由布市 3 中学校での合同長縄大会では、市内３ 校で競う こ と で生徒は寒い中でも グラ ウンド で

楽し く 体を動かす姿が見ら れた。  
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